
日本のジャズ界に新風を巻き起こしてくれそうな才媛ピアニ

ストがデビューした。東京芸術大学の作曲科で学んだ、恵まれ

た才能と美貌を併せ持つ野本晴美がその人。この数年、野本晴

美は東京のクラブ・シーンで話題を呼んでいた。デビュー作の

登場も時間の問題と思われていた彼女に、白羽の矢を立てたの

はヴィーナスレコード。特にピアノ・トリオと高音質の録音で

定評のあるヴィーナスが手がけた、野本晴美率いるピアノ・ト

リオによるファースト・アルバム『アナザー・オーディナリ

ー・デイ』の登場である。「アコースティックなピアノ・トリオ

というスタンダードなフォーマットで今の自分を表現したい」

と語る野本のヴィーナスとの契約は、理想的なスタートといえ

そうだ。

野本晴美はデビュー作のレコーディングに2つのトリオをセッ

ティングした。ひとつは塩田哲嗣（ベース）、トミー・キャンベ

ル（ドラム)によるトリオ、もう一つは俵山昌之（ベース）、江

藤良人（ドラム）によるトリオ。いずれも日本のジャズの第一

線で活躍中のジャズ・ミュージシャンばかりだ。トミーは現在

日本で活動しているアメリカの名手である。野本晴美に彼らの

魅力を語ってもらおう。「共演者は4人とも私が影響を受けた人

です。これまでに共演したことがあり、今回録音の話が決まっ

たとき、真っ先に参加してほしいと思いました。

塩田さんからはいろんなパワーをもらいました。ストロング

にスイングすること、ひたむきなところが素晴らしいと思いま

す。トミーには楽しく演奏することを教わりました。ジャズは

黒人のものというひけめがあったのですが、トミーはそういう

気持ちをちょっとラクにしてくれたんです。

俵山さんは、縁の下の力持ち的な存在ありながら、実はサウ

ンドを支配している。知らず知らずのうちに、皆、俵山さんの

流れに沿っている時がある。ベース・ソロもかっこいいですね。

江藤さんは、深いビートの上に細かなニュアンスをつけたり、

音楽の幅を広げてくれます。」

野本晴美がこのような理想的な共演者たちを迎えて、デビュ

ー作を録音したのは今年の6月23日と7月1日。「録音の前日にな

ってすごく緊張してきました」というから面白い。野本はそれ

をいい緊張に換えて、みごとに自分のジャズを展開している。

彼女のジャズ・ピアノは、自分の信念を曲げない気骨さを感じ

させる。そして、“歌”をいつも持っていることが、彼女の大き

な魅力ではないだろうか。

デビュー作に収録した曲は、3曲のスタンダード・ナンバーと

5曲のオリジナル。スタンダード・ナンバーにおける解釈と演奏

も魅力的で、野本の個性と音楽性が伝わってくる。「スタンダー

ドはふだんよく弾いている曲をとりあげました。＜スターダス

ト＞のような有名曲は、有名すぎて逆にとりあげられる機会が

少ないようですが、私はすきな曲で、よく演奏します。」 彼女

の気取らない実直さがわかるようなコメントだ。収録した各曲

についても、彼女に紹介してもらった。「＜マイ・シャイニン

グ・アワー＞は、好きな曲のひとつ。あえて言えば、コルトレ

ーンのテイクで好きになったスタンダード・ナンバーです。＜

リブラ・サン＞と＜ブルース・オン・サタデイ＞は、最近私が

作曲したオリジナルです2曲とも、すんなりと思い浮かんで出来

た曲です。演奏や作曲はその日その日の自分を"出す"という感じ

がするんです。もう1曲のオリジナル＜ゴーマ＞は、『セサミ・

ストリート』を見ているときに浮かんだ曲なので、sesame＝ゴ

マ＝ゴーマという風にちょっと言葉遊びをした曲名にしました。

＜タイム・テーブル・オブ・ライフ＞と＜ユー・オンリー・

ノウ・ホワット・アイ・ノウ＞は、自分のアルバムにほしいと

思ったんです。私は池田篤さんとしばしば演奏しますが、尊敬

するプレーヤーである池田さんの曲を紹介したいという思いも

ありました。＜スターダスト＞と＜時さえ忘れて＞も、好きな

スタンダード・ソングです。＜時さえ忘れて＞は、ソニー・ク

ラークの名盤『ソニー・クラーク・トリオ』（Blue Note）の演

奏が好きで、思い入れもあります」

野本晴美の演奏や作曲に対する姿勢は、興味深いものがある。

「私にとって曲のタイトルは何でもいいんです」とも彼女は語っ

たが、そこにはジャズを見つめるクールな視線がある。「今の時

代に生きているそのままの自分を表現したいんです。“私らしさ”

を表現していきたい。」という彼女にとって、ある意味ジャズの

表現は、現在の自分の“記録”でもあるのだろう。ジャズは瞬

間を切り取る芸術、というような言い方がしばしばされる。野

本のジャズに対する姿勢は、それを徹底しているのだ。そんな、

ピュアなハートでジャズに取り組んでいるブライテスト・ホー

プのプロフィールを紹介しておこう。

野本晴美は、1973年10月9日に埼玉県加須市に生まれた。母親

が経営するヤマハ音楽教室＆楽器店で、4歳からピアノを始めた。

レコード店を経営していた父親が夭逝し、その後で音楽教室を

母親が始めたという。ピアノを通じて音楽の才能をメキメキと

伸ばして行った彼女は、東京芸術大学の作曲科に進学する。作

曲科を選択した理由は、「毎日ピアノの練習をするのがあまり好

きではなく、作曲のほうが好きだったから」という。在学中に

ジャズと出会うまではクラシックに傾倒していた。好きな作曲

家として、ドビュッシーとラヴェルをあげている。ジャズ・ピ

アニストの大野三平のライブを聴いたとき、深く感動したのが

きっかけで、ジャズ・ピアニストの道を歩むようになった。学

業のほうにはあまり関心を持てなかったようで、芸大をドロッ

プアウトしている。「ダメな女子大生でしたね」と、彼女は微笑

む。その表情には、ジャズ・アーティストらしい？生き様を感

じさせた。

ジャズ・ピアニストとしてライブ活動を開始した彼女は、同

時にあらゆるジャズ・ピアノの作品を聴いている。好きなピア

ニストは？と聞くと、「現在は、デューク・エリントン、セロニ

アス・モンク、ソニー・クラークの3人です」と応えた。エリン

トンとモンクは、作曲家としても大変有名なわけだが、作曲と

ピアノ演奏の両方とも大好きだという。ジャズ・ピアノをいき

なり始めた頃は、「フォー・バースも曲の進行も、全然わからな

い状態だったんです（笑)」と振り返る彼女は、現在、池田篤を

はじめ、中村健吾、中村誠一、土岐英史らのバンドで活躍中だ。

作曲の才能にも恵まれた人だけあり、「将来は、大きな編成のバ

ンドでオリジナル曲をやってみたい」と抱負を語った。彼女な

ら、ジャズ・ピアニストのみならず、作曲家、アレンジャーと

しても、オリジナリティ豊かな“今”のジャズをつくってくれ

そうな気がする。

（高井信成）
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Another Ordinary Day 
アナザー・オーディナリー・デイ
Harumi Nomoto Trio
野本晴美トリオ

1. マイ・シャイニング・アワー
My Shining Hour《H. Arlen 》( 4 : 04 )

2. リブラ・サン
Libra Sun《 N. Harumi 》( 6 : 07 )

3. ブルース・オン・サタデイ
Blues On Saturday《 N. Harumi 》( 10 : 23 )

4. タイム・テーブル・オブ・ライフ
Time Table Of Life《 A. Ikeda 》( 4 : 34 )

5. ゴーマ
Go-Ma《 N. Harumi Åt( 7 : 06 )

6. ユー・オンリー・ノウ・ホワット・アイ・ノウ
You Only Know What I Know《 I. Ikeda 》( 4 : 37 )

7. 時さえ忘れて
I DidnÅft Know  What Time It  Was《 R. Rodgers 》( 6 : 47 )

8. スターダスト
Stardust《 H. Carmicheal 》( 4 : 36 )

野本晴美トリオ I (1,2,3,4,8)
野本晴美 Harumi Nomoto《 piano 》
塩田哲嗣 Norihide Shioda《 bass 》

トミー・キャンベル Tommy Campbell《 drums 》
録音 ： 2002年6月23日　東京、テイク・ワン・スタジオにて

野本晴美トリオ II (5,7)
野本晴美 Harumi Nomoto《 piano 》

俵山昌之 Masayuki Tawarayama《 bass 》
江藤良人 Yoshito Eto《 drums 》

録音 ： 2002年7月1日　東京、テイク・ワン・スタジオにて


